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荒川下流分散避難検討

ワーキンググループ

検討方針（案）
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足立区における「分散避難」の取組
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足立区における分散避難の取組

足立区における「分散避難」の取組

避難所
への避難

⇒感染症等を考
慮すると、さら
に受入れ可能人

数が減少

分散避難

３密を回避
するために

※｢浸水深｣や｢浸水時間｣等の浸水リスクを確認
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現状の避難の課題と対策

避難所への避難 ・感染症等を考慮すると、さらに受入可能人数が減少

「広域避難」
他の市町村等へ行政界

を越えた避難

・避難者数が多く避難先の確保が困難
・計画運休等の実施により、早期の広域避難がより困難化

多様な避難行動

在宅避難

縁故等避難

家族･親戚･知人などの家

ホテルなどへの避難

多様な避難対策

指定避難場所以外で民間施設
も含めて避難先を確保

高台まちづくりで
新たな避難場所を確保

これらの課題に対応するため

避難所への避難 等 等
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WGの体制・ゴールとアウトプット

WGのゴール 分散避難の実効性確保

WGのアウトプット
足立区をモデル地区として分散避難のあり方と留意点をとりまとめ
荒川下流タイムライン関係機関（区市）への横断的な展開
⇒感染症を考慮した分散避難の留意点
関連施策を実施した場合の効果の検討
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WGの検討方針（案）

分散避難の実効性を高める(支援する)施策の検討
・公的、民間施設との避難先確保に関する協定
・ホテル、旅館等との宿泊協定 ・広報を通じた意識啓発 ・情報発信強化 等

その他に分散避難の実効性を高める事が期待される事項
・高台まちづくりで新たな避難場所を確保
・湛水時間短縮を図るための排水計画の検討 等

検討等実施項目（案）
１．地域毎の浸水深、湛水時間の算出
２．感染症を考慮した避難所の受け入れ可能人数の算出
３．避難をするにあたって、住民が個別に考慮が必要と考えている事項を把握
（移動手段・距離、家族、親戚・知人 等想定）

４．前記の考慮が必要な事項を反映した分散避難検討フローを作成し、避難形
態毎の避難人口を算出
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建築物等（建物群）による高台まちづくり 高台公園を中心とした高台まちづくり 高規格堤防の上面を活用した高台まちづくり

土地区画整理等＋高規格堤防

国管理河川 国、都管理河川
大規模浸水時のイメージ

P

天端道路

都管理河川

避難スペース

電源等

民間開発等＋スーパー堤防、高規格堤防

スーパー堤防

高台公園

都県境の橋梁

通路

民間活力

通路 通路 通路

避難
スペース

既設堤防川裏法面 既設堤防川裏法面

学校・公共施設

鉄道駅

排水施設

〔平常時〕賑わいのある駅前空間
〔浸水時〕避難スペース等を有する建築物と
ペデストリアンデッキ等をつないだ建物群に
より命の安全・最低限の避難生活水準を確保

〔平常時〕河川沿いの高台公園
〔浸水時〕緊急的な避難場所や救出救助等の
活動拠点として機能。道路や建築物等を通じ
て浸水区域外への移動も可能

〔平常時〕良好な都市空間・住環境を形成
〔浸水時〕緊急的な避難場所や救出救助等の
活動拠点として機能。浸水しない連続盛土等
を通じて浸水区域外への移動も可能

平常時 平常時 平常時

浸水時 浸水時 浸水時
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高台まちづくりのイメージ
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